
 

 

「３月、弥生、令和５年度の締めくくりです」 

校長 小嶋 左千代 
 少しずつ春の訪れを感じる日々となりました。校舎には子供たちの元気な声が響き渡ってい

ます。日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

 ２月９日（金）の学習参観・学級懇談会には、多くの保護者の皆様にお越しいただき、様々

な情報を交換することができ有意義な時間となりました。いただいたご意見は今後の教育活動

に生かしていきたいと考えております。 

さて、今日から弥生（やよい）３月。いよいよ本年度も最後の１か月を残すのみとなりまし

た。１９日（火）には、第１２回卒業証書授与式が行われ、４９名の６年生が高浜海浜小学校

を巣立っていきます。今年度は卒業生、在校生（４・５年生）、保護者、ご来賓、教職員が参

加しての式となります。「高浜海浜小学校に通えてよかったな」「この小学校を卒業できてよ

かったな」と思ってもらえるように、残りの３週間を充実した学校生活にしてもらいたいと思

っています。６年間の歩みは、６年生にとって宝物です。この６年間で過ごしたすべてのこと

を大切にして、中学校へ巣立ってください。いつまでも応援しています。 

２月２７日（火）の「６年生を送る会」では、５年生が計画から当日の運営まで携わり、一

人一人が意識して責任を果たしていました。手話を交えての「ありがとうの花」の全校合唱は

会場の空気が一つになったのを感じ、感動的でした。お世話になった６年生のためにと招待状

や出し物を１月から準備し、どの学年も気持ちのこもった演技で表現していました。そして６

年生は、早くから準備に取り組み、合奏・ダンス・劇に挑戦しました。自分たちの今を大切に

し、在校生に感謝の気持ちを伝えるメッセージを送りました。在校生は６年生からのメッセー

ジを受け取り、たくさんの６年生の立派な姿を目に焼き付け、先輩たちに続けと頑張ることで

しょう。この日は、学校評議員の方やセーフティウオッチャーの方等地域の方にもご参観いた

だきました。「児童が一生懸命にそして楽しんでやっていた」「どの発表も工夫されていてよ

かった」というお褒めの言葉をいただきました。とても心温まる会となりました。 

さて、今月２５日（月）には修了式が行われ、令和５年度が終了します。この１年間、保護者

の皆様、地域の皆様から、本校の教育活動にご支援、ご理解、ご協力をいただきましたこと、ま

た、子供たちを温かく見守っていただきましたことに、改めて感謝申し上げます。１年間ありが

とうございました。子供たちは学習はもとよりいろいろな行事等に一生懸命に取り組みました。

その結果、１年前と比較すると、できるようになったことがたくさんあることに気付きます。こ

れからも「先輩の素晴らしい姿を後輩がしっかりと受け継ぐ」という高浜海浜小の良き伝統を引

き継いでいってくれることを望みます。今後も、保護者の皆様や地域の方々と共に考え、常に子

供に寄り添い、共に子供たちの成長を喜び合えるよう一人一人に適した教育活動を一層進めてい

きたいと考えています。来年度もどうぞよろしくお願いします。 

現在学校では、今まで以上に全校体制でのお子さんたちとのかかわりを大切にした教育活動を

実施しています。具体的には、朝の登校から始まる学校生活において、お子さんの変化を早期に

察知するために、昇降口で挨拶をするとともに声掛けをしています。他の時間帯、例えば業間休

みや昼休み、掃除の時間や下校する時間等においても、全校体制で見守りをしています。保護者

の皆様におかれましては、お子さんの様子で何かお気づきのことがありましたら、遠慮なく学校

までご連絡ください。 
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